
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 携帯:090-3659-2743 代表取締役 樋口浩邦 

2020 年 10 月号（vol.79） 

◆パーソナルトレーニングを受け始めました！◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通信

第７９号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、私は８月からパーソナルトレーニングを受けるようになりました。 

もう何年も前になりますが、かつて、私はとある社長さんに誘われて、スポーツク

ラブに通っていたことがありました。その社長さんはエアロビが大好きで、それに誘

われ、私も通っていたのですが、ある日、そのスポーツクラブが潰れてしまいまし

た。顔なじみになっていた人たちが、他のスポーツクラブへと散り散りばらばらにな

ってしまい、そこから私も別のスポーツクラブに入会し直したのですが、しばらくして

行かなくなってしまいました。ひとりぼっちでは入会しても続かないということを２回

ほど繰り返し、以来、スポーツクラブに入会することはありませんでした。 

その後、社内にトレーニング器具を設置し、私も社員といっしょにトレーニングをし

ていたのですが、先日、ベトナム人実習生の寮が社内から外へ移転したのと同時

に、トレーニング器具が２階から１階社員食堂に移動。トレーニング好きの社員は、

そのまま１階で続けているのですが、私は距離が少し離れたことを億劫に感じてし

まい、トレーニングをやめてしまいました。筋肉モリモリの社員からは、「社長、また

やりましょう」と誘われるのですが、なかなか重い腰が上がらずにいました。 

そんな中、こちらでも書きましたが、５月にファスティングをしました。体重が３キロ

減り、今も維持できているのですが、体重が減ったということは、脂肪だけでなく、筋

肉も落ちている可能性があり、活発に動くためにも筋肉をつけたいなと思うようにな

りました。そんなとき、たまたまパーソナルトレーナーの友人Ｒ・Ｈさんに頼んでみよ

うということになり、香里園まで週１回のトレーニングを受けに行くようになりました。 

自分の限界の１００％をちょっと超えるくらいのトレーニングがで

きるようにサポートしてもらえ、しんどいのですが、安心してトレーニ

ングができています。健康維持のため、また、活発に動ける身体に

なるために、しばらく通い続けようと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた、最後までお読みいただきどうもありがとうございます！さて、前回の

ひぐちん通信で目のレーザー治療のことを書かせていただきました。その治療を受

けるきっかけになったメガネ屋さんで、先日、読書用のメガネを作ったのですが、こ

れがまた優れもので、今では読書をするのに欠かせない存在になっています。もと

もと遠近両用のメガネを使っていたのですが、読書用のメガネは便利です。これは

本当におすすめできます！樋口 

①加工品を置く台の幅が広く１５０mm以下の
切断品が置きにくかった。転倒防止用のアン
グルを短くすることで５０mm 位の短いサイズ
の物も置けるようになり、作業効率が UP し
た。ｂｙ中川  

③棚卸カウント記入用紙が仕様ごとに並んでいて、定尺在庫カウント時と
入力時に見づらく、記入欄を探すのに時間がかかっていたり、記入位置間
違いがありました。新システムの導入で入力作業がスキャナーでの入力作
業に変わり、製品ごとのバーコードが必要になりました。スリット定尺棚を
整理し、棚の並びと同じ順番で棚卸カウント記入用紙を作成しました。棚
卸カウント記入用紙には、パイプサイズと長さ、仕様、製品バーコードが載
っています。製品バーコードも載せて、カウントからスキャナーでの入力ま
で、全ての作業をこの用紙一枚でできるようにしました。カウント記入用紙
をスリット定尺棚と同じ順番にすることで、棚卸の時間が約半日短縮され、
カウント数記入位置間違いやカウント漏れ等を防げるようなりました。ま
た、製品バーコードも載せてスキャンによる入力作業のミスも防げるように
しました。毎月の棚卸作業がスムーズかつ正確に行われ、やり直しなどの
無駄な時間が削減できるようになりました。ｂｙ濱田・川中 

④ビート指定等の角度切断は
イメージしづらいので、材料を
試し切りして確認する場合が
ありました。そこで、切断した
材料サンプルを貼り付けるこ
とにした。その結果、切断仕
様通りか目視で確認でき、直
ちに切断作業にとりかかれよ
うになりました。ｂｙ黒田 

②純正品を使用していないと保証対象にならない為、プリンタ
ーのトナーは純正品を使っていました。５年間の保証期間が過
ぎたので、リサイクルトナーに切り替えました。最初の購入金
額は￥８８００でした。数年前に業者を再選定し￥６２９０で購
入していましたが、今回リサイクルトナーに切り替えることで
￥５３００になりました。トータル￥３５００のコスト削減は大きい
です。しっかり情報を集め、ムダを減らしていきます。ｂｙ山本 


